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1. はじめに 

DNA は電荷移動媒体として振舞う可能性があり、特定の生体分子と自発的に結合する特徴を持

っているため、医療分野におけるセンサ材料としての活躍が期待される。しかし、DNAの電気的

特性の詳細は未だ明らかになっていない。さらに、DNA は、細長くランダムコイル状態であるた

め、これをバイオセンサに活用するには、電極間に伸ばしつつ固定化する必要がある。そこで本

研究では、2つの微細な電極間に形成した交流電場により静電的に DNAを伸長固定し、交流イン

ピーダンス法を用いてその電気的特性を評価した。 

2. 実験方法 

PDMS 製のマイクロ流路と電極を図 1のように組み立て、DNAを固定化し、電気的特性を評価

した。マイクロ流路内に DNA 溶液を流し込み、電極間に 1 MHz、16 VP-Pの交流電圧を印加し、

静電配向により、電極の先鋭部分にDNAを固定化した。次に、インピーダンスアナライザ(HIOKI、

IM3570)を用いて、100 Hz から 5 MHzの間で周波数を変化させ、電極間のインピーダンス Z及び

位相 θ を測定した。そして、計測されたインピーダンスを実部と虚部に分け、複素インピーダン

スプロットを作成した。 

3. 実験結果 

DNA 固定化前後の複素インピーダンスプロットを図 2 に示す。電極間に DNA が固定化される

とインピーダンスが変化し、高周波側に小さな半円が出現していることがわかる。この半円が

DNA のインピーダンスを表していると考えられ、その抵抗値は約 800kΩであることが推察された。 

 
 

図１ Schematic of device 図２Complex impedance plot of DNA 
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